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収支内訳書（おもて）記入例

　収支内訳書の該当する箇所に
記入してください。

翌年出荷をする農産物
（じゃがいもなど）があ
りましたら記入してく
ださい。

減価償却費は、収支
内訳書（うら）の⑩の金
額を記入しましょう。

毎年同程度の数量を
翌年へ繰り越す場合
には、省略しても結
構です。

農業用倉庫の火災保険料のよう
に収支内訳書の科目にない農業
経費は、自由科目欄「◯～◯」
に書きます。

ヨ ソ

⑯専従者控除を取るかどうかは
ここの金額を見て判断しましょ
う。
※専従者控除の対象にした親族
は、税制上の扶養親族にとれま
せん。専従者に税金がかかる場
合もあります。

小作料などの詳細を書きましょう。

「どこの誰から」
「どれだけ借りて」
「その代金をこれだけ払った」

という内訳を書きましょう。

農作業を手伝ってもらった
場合に対価として支払うお礼
の明細を書きましょう。

「どこの誰が」
「何日手伝ってくれた」
「現金でいくら」もしくは
「現物でどれくらい」
「合計これだけ払った」

という内訳を書きましょう。

なお、支払い金額から所得税
を源泉徴収している場合は
「所得税及び復興特別所得税
の源泉徴収税額」に源泉徴収
した金額を書きましょう。

⑯専従者控除をとる場合はこ
こに詳細を書きます。以下の
見本のように書きましょう。
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５％残存分償却

中古資産

トラクター

軽四トラック（中古）

1,500,000

400,000
7

2
1,500,000

400,000

0.143

0.500

22,000

214,500

200,000

214,500

200,000

214,500

440,834

80,000

677,750

100,000

22,000

100

40

11,000 44,000
2・3
14・8

4・7

5・5

5・8
・ （　　　 　　）

収支内訳書（うら）記入例

収入の明細を書きま
しょう。

「作物の種類」
「作付した面積」
「販売金額」
「家事・事業消費金額」

という内訳を書きま
しょう。

棚卸高は毎年同程度
の数を翌年へ繰り越す
場合には、省略しても
結構です。

農業用の資産（１０万円
以上）の減価償却費を
計算します。
左から順に記入するこ
とにより計算できます。

〔旧定額法で平成１９年３
月３１日以前に購入した
もの〕
一般の償却資産は◯
取得価額×０.９が◯の金額
になります。

〔定額法で平成１９年４月
１日以降に購入したもの〕
一般の償却資産は、◯
取得金額が◯の金額にな
ります。

果樹・牛馬等の場合は
税務署にお尋ねください。

一括償却資産（取得価
額が１０万円以上２０万円
未満のもの）は３年間で
１/３ずつ均等に償却でき
ます。この場合は、◯＝◯
となり◯は記載する必
要はありません。

耐用年数は、償却費を計算する
ための償却率を決定するためのも
ので、償却できる期間とは異なり
ますのでご注意ください。

経費算入する最初の年の
償却期間は使用を開始した
月によって決まります。

面積や走行距離などの客観
的な基準をもとに事業専用割
合を記入してください。

補助金などの雑
収入の内訳を書き
ましょう。

「作付面積」
「販売金額」
「家事消費
　事業消費金額」

を合計して書きま
しょう。
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〔本年中に取得した資産〕
◯取得価額から◯本年分
の償却費合計を差し引いた
金額を記入してください。

〔前年以前に取得した資産〕
前年の未償却残高（「取得
価額－前年末までの償却費
の累計」）から◯本年分の償
却費合計を差し引いた金額
を記入してください。
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